


      

問題は次のページより始まります｡
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次の表は亜総務省が 2024 年�令和 6年�4 月に公表した｢家計調査�速報値�｣の結果を

用いて亜国内の｢まぐろ�x�｣と｢さんま�y�｣の亜2 人以上の 1世帯当たりの支出金額�円�

を時系列にまとめたものである。以下の問いに答えよ。

年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年

まぐろ �x� 5420 �x1� 5555 �x2� 4984 �x3� 5158 �x4�

さんま �y� 536 �y1� 444 �y2� 411 �y3� 398 �y4�

⑴ ｢まぐろ�x�｣と｢さんま�y�｣の支出金額の各々の中央値と平均値を亜小数第 2位を

四捨五入して小数第 1位まで求めよ。

⑵ ｢まぐろ�x�｣と｢さんま�y�｣に関する以下の数値を使って亜xと yの相関係数�r�を亜

小数第 4位を四捨五入して小数第 3位まで求めよ。ただし亜xの平均値をx亜yの平均

値を yとする。

 �x1 x�2＋�x2 x�2＋�x3 x�2＋�x4 x�2 444.7

 �y1 y�2＋�y2 y�2＋�y3 y�2＋�y4 y�2 107.8

�x1 x��y1 y�＋�x2 x��y2 y�＋�x3 x��y3 y�＋�x4 x��y4 y� 28269.8

⑶ x亜yの間にはどのような相関関係があると考えられるか。

⑷ x亜yの散布図をかけ。

�30 点�
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⑴ 2 つの正の実数 x亜yについて x 10y2 であるとき亜log10 x茜log10 yの最小値を求

めよ。

⑵ 方程式 2 log2  x 2  log2  x＋2  3 0 を解け。

�20 点�

�

次の等式が xについての恒等式になるように定数 a亜b亜cの値を定めよ。

a�x＋1��x 1� bx�x＋1�＋cx�x 1� 7x＋1

�20 点�

�

平面上に異なる 3点A�5亜 2�亜B�3亜 6�亜C�x亜y� がある。

⑴ ベクトルCA

を成分表示せよ。

⑵ ベクトルCA

とCB


が直交する条件を式で表せ。

⑶ ⑵のとき亜点Cの軌跡を求めよ。

�30 点�

＜以下余白＞
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